
 

 

 

 

南極観測船「しらせ」が持ってきた氷に大興奮！ 

4月 22～25日にかけて市内小学校にて南極の氷を見る・触れる体験学習会が実施されました。

この氷は南極観測船「しらせ」の隊員の方から尾花沢市に送られたもので、結城市長の「小学生

に触れてもらいたい」という強い願いで実現しました。 

3000 万年という長い時間をかけて作られたこの氷は、冷凍庫で作る氷と比較するといくつか

の違いがあるようです。実物に触れた小学生は自らの感覚を頼りに、普段使っている冷凍庫の氷

との「違い」や「不思議」をたくさん発見していました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

多くの児童が「体感」「体験」を通して「気づき」「疑問をもつ」機会となりました。 

氷を提供くださった南極観測船「しらせ」の隊員の

方に心より感謝申し上げます。 

 

令和６年５月 27 日 

※毎週月曜日発行予定です 

これまでの「輝け！お

ばねっ子」は上のQR

コードからご覧いただ

くことができます 

【担当】尾花沢市教育委員会こども教育課 
教育指導室主事 大 類 和 希 

 伊 藤 瑞 稀 
ＴＥＬ ２３－３３３０ 

普通の氷に比べる
と、南極の氷はより
冷たく感じるなぁ 
 

南極の氷は溶けに
くく、乾いている
印象があるよ 
 

南極の氷は見た目が
白っぽいが、普通の氷
は透明に見えるなぁ 
 

南極の氷の中には
白い粒々（気泡）
が入っているよ 
 

肌がしっとり潤う 
ような気がします 
（一部の先生方より） 
 


